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Lid and Meibomian Gland Working Group（LIME 研究会）は 2012 年
に発足し、マイボーム腺関連疾患、特にマイボーム腺機能不全（以下
MGD）の重要性の啓蒙を目的として現在まで活動を続けてきた。2013
年に最初のインストラクションコースを行ったとき、“ MGD の患者数
は多いが、特効薬のない疾患”とご紹介していた。その後、ドライアイ
の主因（ドライアイ全体の約 86% ）として国際的に注目度が高まり、
多くの基礎研究、臨床研究が進み、エビデンスのある治療法が次々と開
発されてきた。今回のコースでは、MGDの診断と治療の基礎から最先
端まで（A to Z）エビデンスをベースに、実際の症例を提示しながらわ
かりやすく解説する。具体的には、
1．MGDの診断のコツ
スリットランプによる眼瞼縁観察・マイボーム腺脂の質と量の観察
マイボグラフィーによる形態観察
インターフェロメトリーによる油層の質・量の評価
2．MGDの治療戦略
マイボケア（温罨法、眼瞼清拭）
マイボーム腺脂の圧出
点眼薬、内服薬、患者さんへお勧めする食事やサプリメント
最先端の治療機器（Thermal pulsation system、Intense Pulsed Light）

を予定している。本コースの目標は、“治療法のある疾患・MGD”を的
確に診断し、重症度や患者の要望に合わせて治療法を選択、提案できる
ようになることである。まさに MGD, A to Zである。
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